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SPRING JAPAN 2019 年度年末年始期間ご利用実績 
 

2019 年度年末年始期間 10 日間（2019 年 12 月 27 日（金）～2020 年 1 月 5 日（日））のご利用実績を取

りまとめましたので、ご報告いたします。 

 

◆ご搭乗実績（国際線） 

提供座席数 利用者数 利用率 

 前年比  前年比  前年比 

18,900 席 (9,072) 208.3% 15,310 席 (8,351) 183.3% 81.0% (92.1%) -11.1pt 

 

2019 年集計期間：2019 年 12 月 27 日～2020 年 1 月 5 日（計 10 日間） 

2018 年集計期間：2018 年 12 月 28 日～2019 年 1 月 6 日（計 10 日間） 

 

◆日別利用率 

 
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 

金 土 日 月 火 

下り 88.8% 89.5% 90.5% 88.3% 87.7% 

上り 76.9% 73.0% 67.0% 71.3% 72.4% 

 

 
1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 

水 木 金 土 日 

下り 85.4% 86.7% 73.1% 79.9% 86.0% 

上り 77.2% 81.0% 83.7% 80.3% 81.4% 

 

【備考】 

 下り便：成田発＝重慶・武漢・天津・ハルビン・寧波・上海浦東（中国）着便 

 上り便：重慶・武漢・天津・ハルビン・寧波・上海浦東（中国）発＝成田着便 

 使用機材：B737-800  189 席 

 

【利用状況】 

 2019 年 4 月に寧波線および 12 月に上海線の開設に伴い、提供座席数が大幅に増加し、利用者数は前年より

1.8 倍となりました。期間中のピークは下り（成田発）が 12 月 27 日～12 月 30 日、上り（成田着）は 1 月 2 日

～1 月 5 日となりました。 

 路線別では、武漢線、天津線と上海線が特に好調で、期間を通して多くのお客さまにご利用いただきました。 



 

 

◆ご搭乗実績（国内線） 

提供座席数 利用者数 利用率 

 前年比  前年比  前年比 

21,168 席 (19,656) 107.7% 19,893 席 (15,874) 125.3% 94.0% (80.8%) 13.2pt 

 

2019 年集計期間：2019 年 12 月 27 日～2020 年 1 月 5 日（計 10 日間） 

2018 年集計期間：2018 年 12 月 28 日～2019 年 1 月 6 日（計 10 日間） 

 

◆日別利用率 

 
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 

金 土 日 月 火 

下り 94.7% 96.8% 97.4% 98.0% 96.5% 

上り 83.6% 90.0% 90.3% 95.4% 93.4% 

 

 
1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 

水 木 金 土 日 

下り 94.3% 92.4% 91.5% 89.5% 88.0% 

上り 95.6% 98.6% 98.5% 98.2% 98.8% 

 

【備考】 

 下り便：成田発＝広島・佐賀・新千歳着便 

 上り便：広島・佐賀・新千歳発＝成田着便 

 使用機材：B737-800  189 席 

 

【利用状況】 

 国内線は全体的に好調に推移し、利用率は前年を 13.2%上回りました。 

 年末年始期間中に成田＝佐賀線は期間限定の臨時増便（計 7 往復）を運航したため、座席提供数および予約

数が前年より増加しました。 

 期間中のピークは下り（成田発）が 12 月 27 日～12 月 31 日、上り（成田着）は 1 月 1 日～1 月 5 日となり

ました。 

 路線別では、佐賀線と広島線が特に好調で、期間を通して多くのお客さまにご利用いただきました。 

 

 

 

 

 
 

報道に関するお問い合わせ先 

SPRING JAPAN  pr@jp.springairlines.com 
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